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Abstract 


Chyluria is a condition characterized by the passage of milky urine resulting from an 
abnormal connection between the intestinal lymphatic drainage and the urinary tract. 
Within a few hours after ingestion of a meal in which fat is present such a person 
often passes milky in appearance urine containing a portion of the chyle. It is, however, 
very difficult for the patient to adhere . to a low fat diet using ordinary foods. | 
The availability of Medium Chain Triglyceride (MCT) appears to offer a new appr- 
oach to the management of such disorder as chyluria, because MCT contains only fatty 
acids with a chain length lower than laurate (C 12: 0) and it is absorbed: rather through 
portal vein than through the lymphatics. | 
This paper reports the results of studies involving long-term administration of low 
fat diet supplemented with a synthetic MCT to. 5 patients with chyluria who were 
admitted into our department. 
The subjects were maintained on a formula diet contained 5 g of fat supplemented 
with 100 g of MCT. As the result, 3 out of 5 patients showed marked improvement, 
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urine becoming clear and protein-free in 2 to 29 days after the start of treatment. Desp- 


ite the presence of trace amounts of long chain fatty acids in the diet the patients cont- 


inued to be free of symptoms, and at no time was the urine grossly chylous. 


. The other 2 cases with severe changes in VDA TA have taken the same diet 


without benefit over two months. 


In all cases no serious side effect due to MCT was detected. 
The mechanism of effect of MCT is not clear, but it seems likely that prolonged 
MCT feeding is associated with decreased formation and flow of intestinal lymph. with 


a diminution in the shunting of lymph into the urine. It is suggested that diets contain- 


ing MCT as the source of fat can be useful in the clinical management of patients with 


various forms of chylous fistulas such as chyluria. 


Further studies into this problem are necessary. | 


は じ 


Medium Chain Triglyceride( MCT) は 腸管 に 
ける 消化 吸収 な ら び に その 輸送 機 序 に 関す る 特性 即ち 
Loug Chain Triglyceride (LCT) 
加水 分 解 や 吸収 の 速度 が 早く , KEPLER OHK 
足 の 場合 に も 影響 が 少な いと され て いる . 又 通 常 の 食 
錠 脂 肪 を 構成 する LCT が リン に 入る の 対し , B 
送 経路 が 主 に 門 肪 で ある な どの 点 が 特徴 で ある . 従っ 
て 最近 消化 吸収 上 で の 特異 性 を 利用 し て 臨床 的 に は 
吸収 面積 の 減少 , RRETA, 胆汁 欠乏 , リ ン パ 輸送 


に 比べ 腸管 内 で の | 


& dc 
機転 の 異常 が ある 疾患, 低 出 生体 重 児 。 肝硬変 症 な ど 


に 応用 され 好 結 果 の ある 事 が 報告 され て いる . 
1964 年 Hashim, Rohoit, Babayan, Van Itailie 
等 は 乳 び 氷 患 者 の 1 例 に MCT を 使用 し , 7 ヶ月 間 
底 わ た っ て 乳 び 尿 を 停止 せしめ えた と 報告 し た . 著者 
等 も 長大 附属 病院 熱 研 内 科 に 入院 し た 乳 び 展 患 者 5 例 


に MCT を 使用 し その 経過 を 観察 し , 特に 脂質 代謝 を 


中 心 C Metabolic study を 行なっ て いる が , 本 稿 で 


は 今 迄 に えら れ た 臨床 成績 の 一 部 に つい て 報告 する . 


投与 対象 並び に 方 法 


対象 と な っ た 患者 は , 男 4 名, 女 1 名 , 計 5 名 で , 
全 例 血 中 ミク ロフ ィ ラ リア は 陰性 で あっ た が , 病歴 
住所 歴 , 検査 所 見 な どか ら フ ィ ラ リプ ア 性 乳 び 展 症 と 診 
o 断 さ れ た 例 で ある . 入院 後 も 乳 び 血 尿 乃至 乳 び 尿 が 1 

~ 2 週間 継続 し て 排出 する 事 を 確認 し た 後 , 減 脂肪 食 
© (5 以下 ) と し 興和 株 式 会 社 提供 の MCT KEH 
100g 宛 連 日 投与 し た . 今回 使用 し た MCT の 成分 構 
成 は MCT 4076, スキ ム ミ ルク 48.922 (蛋白 17.05g: 


Fk 


投与 症例 5 例 中 3 例 で は MCT 投与 期間 中 乳 び 尿 
の 排出 が 停止 し た が , 残り の 2 例 で は MCT. を 長期 
— 間 連 用 し た に も か ゝ わら ず 乳 び 尿 の 排出 が 持続 し た - 
以下 各 症例 に つい て その 経過 の 概要 を 述べ る . 


ES 0.459 ; FWE 26. 00 9; 1X235.8 F : 水 1.56 PRE 
8. 626, 乳化 剤 2.59% で , その 粒子 の 大 き さ は 20-304, 
100 め が 480 Cal KK 相当 する . 尚 脂肪 分 の 85% が トリ 
オク タ ノ イ ン か ら な っ て いる . MCT 投与 中 は 毎日 尿 
の 外観 , 比重 , 蛋白 量 を 調べ , 2 週 毎 に 血清 に つい て 
総 コ レス テ ョ ロー ル , TRIBUS MER, 9 一 REEL 
遊離 脂肪 酸 の 測定 を 行なっ た . 又 副作用 を 観察 する た 
め を 毎日 間 診 に よっ て 自覚 症状 の 有無 を 聴取 し た . 


症例 1. 2, 68 

現 病歴 : 約 1 年 前 より 乳 び 血尿 が あり , スパ トニ ン 
1 日 6 錠 を 10 日 間 服 用 し た が , 乳 び 血尿 は 停止 し な か 
"e. j 


既往 歴 : 20 才 頃 “くさ ふる い 。 の 発作 が 頻発 し た 
Lm». 
45 年 4 月 25 日 入院 


検査 所 見 ; 入院 時 実施 し た Drip infusion pyelo- 


graphy で 両側 腎 pyelolymphatic backflow を 
みとめ る . 5 月 9 日 の リン パ 管 造影 で も 腎 茎 部 より 耐 
側 腎 に 逆流 する 数 多 の 党 曲 し た リン パパ 管 の 増生 が み ら 
れ , 又 腰 部 リンパ 管 の 軽度 の 増殖 が あっ た が リン パ 節 
の 数 は 正常 で も っ た . 胸 管 に は 軽度 の 蛇行 が 存在 する 
が 閉塞 像 は 証明 され な い . 体 重 63Kg, 血圧 198~100 
mmHg, 赤血球 数 432 万 , Hb 13. 9g /dl, Ht 4026, ifl 
清 鉄 56y/d1, UIBC 256y/d1, 白血球 数 7100, リン パ 
球 百分比 26%, | 血清 総 コ レン ステ ロー ル 188mg22, 中 
性 脂肪 125mg/dl, 焼 脂質 7.7mg?6, パー リポ 蛋白 
410mg/dl, 遊離 脂肪 酸 180xEq/1, 血清 蛋白 7.2 9 /dl, 
アル フミ ン 62.7, 03 0.4, d» 11.5, AM 

診断 : AORE, 高血圧 症 

経過 : 入院 後 乳 び 血尿 が 持続 する た め 5 HAH kO 
前 述 の 方 法 で MCT を 投与 し た と と こと ろ , MEEN S 
6H4HBU2omK231818 c7: 038 SES EE COLO ERAS 
完全 に 消失 し た . 血液 混信 も その 頃 よ りみ と め ら れ な 
く な っ た . MCT は 6 月 26 日 まで 約 1 ヶ月 間 連 用 し た 
が , その 間 乳 び 尿 は 再発 し な か っ た . 6 月 27 日 より 
MCT 投与 を 中 止 し 再び 平 食 (脂肪 40~45 9) に きり 
か えた と と ろ 2 週間 後 再び 乳 び 尿 が 出現 し , 8 月 9 日 
の 退院 時 まで 持続 し た . MCT 投与 期間 中 血清 総 コ レ 
ステ ロー ル , 227mg96, 中 性 脂肪 170mg/d1, BEHRA 
9.0mg%%, と 夫々 軽度 の 上 昇 が み ら れ た が , 投与 を 中 
止 する と 正常 値 に 復 し た . 8 一 リポ 蛋白 , 遊離 脂肪 酸 
(C は 変 RE a 副作用 は みとめ られ な か 
-a 

症例 2. る BF 
RRE: 3 年 前 より 乳 び 血尿 が あり , 時 に 寒天 様 の 
泌 固 物 の た め 排 尿 困難 を 訴え てい る. と これ まで 特別 の 
治療 を 受け た と と は な い . 

45 年 5 月 14 日 入院 

検査 所 見 : 入院 時 の DIP で 左側 腎 C Pyelolym- 
i phatic backflow が み ら れ , 5 H26HO リ ン バ 管 造影 
で も る 同 側 に lymphatic backflow が 証明 され る 他 , 
Jae, 傍 大 動 豚 , 股 リ ン パ 節 の 高度 の 陰影 欠損 と 中 等 
度 の 腰部 リン バ パ 管 の 拡張 が あっ た . 胸 管 に は 異常 は な 
v. 体重 52kg, 血圧 116 て 70mmHg, 赤血球 数 410 万 
Hb 12.7g/dl, Ht3795, 血清 鉄 47 y/dl, UIBC 
97y/dl, 白血球 数 4900, リン パ 球 百分比 34%, 血清 
総 コ レン ステ ロー ル 158mg6, 中 性 脂肪 91mg/dl, BẸ 


HA 7.0 mg26, 8 一 リポ 蛋白 410mg/d1, 遊離 脂肪 酸 
145Eq/1, 血清 蛋白 5.2g/d1, アル ブ ミ ン 59,9, a 
.5, es 12.0, 8 10.8, v 18. 8. 
診断 : AORE 


I 


^ 経過 : 5 月 23 日 より MCT を 開始 し た と と ろ , 5 


日 目 よ り 肉 眼 的 血尿 が 消失 し , 7 日 目前 後 か ら 乳 び 尿 
の 程度 が 軽く な り , 排尿 も 容易 に な っ た . 6 月 16 日 か 
ら 尿 は 完全 に 清 溢 と な っ た . 引き 続き 10 月 10 日 まで 
140 日 間 MCT を 連用 し た が 乳 び 尿 の 再 排出 は みとめ ら 


れ な か っ た . 入 院 時 み ら れ た 貧血 血清 蛋白 の 低下 ,y 一 


グロ ブリ ン の 減少 も 乳 び 尿 が 停止 し た 前 後 より 正常 値 
に 復 し た . 体重 も 入院 時 に 比べ 約 2kg 増 加 し た . 中 性 
脂肪 , 焼 脂 質 は MCT 投与 開始 後 $ 4 週 に 夫々 162 
ン と 214mg/d1, 8.4—9.8mg?6 と 増加 し た が , 4 週 以後 
正常 に 復 し て いる . 8 一 リポ 蛋白 は 次 第 に 上 昇 し 21 週 
目 に は 725mg/dl に 達し て いる . 副作用 は その 間 み 
と め ら れ な か っ た . 11 月 7 日 退院 し 外来 で 経過 観察 中 
で ある が , 現在 まで 乳 び ぴ 尿 の 再発 は み ら れ な い ・ 

症例 3 3 "OX 

現 病歴 ・ 約 2 週間 前 より 乳 び 血尿 が あり , 時 々 寒天 
TES A3IB THERA 5. IA, UEXR. 全 
Ee, 腰痛 が ある と 云う | 

既往 歴 : 23 才 の 頃 か ら “くさ ふる い 。 が あり , 最近 
も 年 に 1 回 位 発作 が ある . 59 オ の 時 陰 の う 水 腫 の 手術 
を うけ た . 5 年 前 乳 び 血 尿 が あり 基 病 院 に 2 ケ月 入院 
し 腎 知 注入 療 法 を うけ 軽快 し た と 云う . 

45 年 8 月 10 日 入院 . - | 
検査 所 見 : 8 月 14 日 施行 の DIP THRE Pyelol- 
ymphatic. backflow が みとめ られ , 立 位 に する と 両 
BHA 2 椎 体 貼 下垂 する ・ 9 月 22 日 の リン ノ パ 管 造影 で 
は 両側 腎 1 と 中 等 度 の lymphatic backflow が あり , 
骨盤 内 の リン バ 管 は 閉 明 拡大, 綱 の 目 状 を 形成 し て こ 
いる . 又 腰部 リン パ 節 は 軽度 に 減少 し て いる . 胸 管 C は 

異常 を みとめ な い . 体重 52.5kg, 血圧 146—-78mmHg, 
a Hb 11.2g/dl, Ht 34%, 血清 鉄 98y/ E 
di, UIBC 103y/d1, 白血球 数 4500。 リン パ 球 百分比 こ 
2195, 血清 総 A コレ ステ ロー ル 129mg26, 中 性 脂肪 
200mg?6, BEIRTE 5.4mg26, B — Y REA 350mg/dl, 
REER 1252 Eq/L, 血清 蛋 円 5.4g/d1, アル ブー 
ミン 55.4, C1 3.8, Œa 11.2, B 8,2, y 21.4 胸部 
レ 線 上 ・ 中 野 に 夫々 くる み 大 の 雲 え い 状 の 陰影 が あり , 
断層 に て 8.5c の 部 に 委 2 cm の 遂 亮 像 が み ら れ る ・. m 
沈 1 時 間 値 23W。 2 時 間 値 50mm, 結核 菌 培養 腸 性. | 

診断 : AURE ERS, Mid: | 

経過 : 8 月 24 日 か ら MCT を 授与 し た と と ろ 2 日 目 
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か ら 大 が 清 浴 と な り 蛋 白 も 陰性 と な っ た . その 後 11 月 
13 日 の 退院 時 まで 81 日 間 MCT を 継続 し た が その 間 乳 
び 尿 は み ら れ な か っ た . 又 本 症例 で は 肺結核 の 合併 が 
ある た め ぬ , 9 月 18 日 より SM 1g, INH 0.5g を 連日 投 
与 し た . 本 症例 で も 乳 び 尿 が 停止 後 2 週間 目 の 検査 で 
血清 看 白 は 6.6g/dl と 正常 に 復 し ッ ー グ ロブ リン の 増 
加 も 改善 され た が , 赤血球 数 , Hb に は 増加 の 傾向 は 


みとめ られ な か っ た . 又 血 清 脂質 に は 経過 中 著しい 動 


d$». REH L TERO R BARETA 
た が 薬剤 を 中 止 する 程 の も の で は な か っ た . 

症例 4 3 52 才 

BUE: 8 ヶ月 前 より 乳 び 尿 が あり , 時 々 寒天 様 の 
も の が 混じり 排尿 困難 を 訴え る . 全身 供 怠 感 , 下肢 の 
だ る い 感 じ が ある . 


既往 歴 : 32 年 前 マラ リア に 私 っ た . 10 年 前 に 乳 び 尿 が _ 


出現 し スパ トニ シ を 200 錠 服用 し た . BEENA 
EOT eT. | 
_45 年 9 月 24 日 入院 . 

検査 所 見 : 9 月 3 日 施行 の DIP で 左 臣 高 度 の pye- 
lolymphatic backflow が みとめ られ た . 10 月 6 日 の 
リン バ 管 造影 で で は 両側 玖 に lymphtic backflow が 
あの り 造 影 剤 の 勝 腕 内 へ の 流入 も み ら れ る . 又 腸 骨 及び 
傍 大 動 砂 リンパ 管 は や ゝ 拡張 し て いる が , B o 


節 に は 変化 が な い . 胸 管 と は 着 変 は な い ・ 体重 62%。 
血圧 203~130mmHg, 赤血球 数 49577, Hb 17.4g/d1。 


Ht 47.526, 血清 鉄 114y/d1, UTBC 190y/di, 白 面 球 
- 数 7600, リン パ 球 百分比 112%, 血清 総 コ レス テロ ー ル 
226mg2%, 中 性 脂肪 117mg^o, BIER 6.8mg%%, 8 — 
リポ 蛋白 975mg/dl, WREIDE 266gEg/1, 血清 蛋白 
5.3g/d1, ア ルプ ブ ミン .55.9, 046.3, œa 18.5, 8 11.8 
が 2890 cr CACHE EET EO. uS e 
l1, 腎 機 能 著 変 は な い . 

診断 : 乳 び 展 症 , 高血圧 症 

経過 : 10 月 2 日 より 連日 MCT を 投与 し 約 5 日間 連 
PPE その 間 時 
Wiki uelint ihren 尿 中 
RARABI combistix 25 61000758585 c 35 
っ た も の が , E 
し て いる . 本 例 で は 入院 時 白血球 分 類 で リン バ 球 百 分 
比 が 11% と 減少 し て いる が その 後 も 10 月 15 日 , 10 月 28 
日 夫々 13%, 182% と 不変 で ある . 血清 重 白 は 入院 時 


5.3g/d で あっ た が 1 月 19 日 以後 は 6.0g/d1 以上 に 
増加 し て いる . 然し な が が ら @ー グ ロブ リン の 加増 。y ッ 
ー グ ロブ リン の 減少 は 改善 され ず 現在 まで 続い て いる .. 


Mi em こつ いて は 本 例 で は 総 コ レス テロ ー ル , 8 一 
リポ 蛋白 の 増加 が み ら れ る が MCT 投与 に より 更 C 上 
略す る 傾向 は な い . 血圧 は 安静 の み で 148~82mmHg 


前 後に な っ て いる . 副作用 は み ら れ な か っ た . 

症例 5 3 4 _ 

現 病歴 ・ 1 ケ月 前 か ら 乳 び 尿 が あり , CERKAK 
固 物 が まじ り そ の た め に 排尿 困難 が ある . その 他 全 身 
供 怠 感 , る いそ う ( 約 5 ン 6) を 訴え て いる . 
既往 歴 ・10 年 前 と 4 年 前 の 2 IBHCTLO df 23d5 0 vs 
ずれ も 覧 赴 注 入 療法 を うけ 乳 び 尿 が 消失 し た と 云う . 

45 年 9 月 28 日 入院 . | z 

検査 所 見 : 10 月 2 HLODIP GI id gu Cpyelolym- 


^ phatic backflow が み ら れ る . 109H18HO V vot 


造影 で も 両側 腎 に 高度 の 1ymphatic backflow が 
存在 し , 又 両側 腸 骨 , 傍 大 動 朋 リンパ 管 に 軽度 の 拡張 が 
あり , 右 股 及び 腸 骨 リン パ 管 より 右 晶 丸 へ の 逆流 が み 

られ る . リン 2 パ 節 の 減少 は みとめ られ な か っ た . X318 
影 剤 の 勝 眺 へ の 流入 も 存在 する . 胸 管 に は 異常 を み と 
め な い . 体重 44kg, 血圧 113—72 mmHg, 赤血球 数 
550 万 , Hb 19.0g/d1, Ht 4395, 血清 鉄 110y/dl, 


| UIBC 418y/di, 白血球 数 7,600, リン パ 球 百分比 26, 


血清 総 コ レン ステロール 237mg の , 中 性 脂肪 167mg%。 
PENSET 8.6mg%, 8 一 リポ 蛋白 460mg/di, 遊離 脂肪 


ER 154zEg/1, 血清 蛋白 5.3g/dl, アル ブ ミ ン 57.9, 


G4 6.5, ws 15.8, B 11.3, y 8.5. 
診断 : AURE 

経過 : 10 月 18 日 より 翌 年 4 月 8 日 まで 次 6 ヶ 月間 
MCT を 連日 投与 し た が 乳 び 尿 は 依然 と し て 継続 し , 
尿 中 蛋白 量 も 入院 当時 より 常に 50079 前後 で 不変 で あ 
っ た . 又 入 院 較 血清 蛋白 が 5.3g/dl と 減少 し て いた た 
め MCT の 他 記 強力 モリ アミ ン S 100ml を 毎日 点滴 静 
注 し て いる が , 血清 蛋白 は 増加 せ ず , 又 マ ー グ ロブ リ 
ン の 増加 , y 一 グロ ブリ ン の 減少 に も 改善 の 傾向 は み 
と め ら れ な い . 体重 に も 変動 は み ら れ な か っ た . XH 
作用 は な か っ た . 本 例 で は と の 間 リ ン バ 管 造影 を 46 年 
3 月 再度 実施 し た 他 硝 酸 銀 液 に よる 腎 舌 注入 療法 も 
併用 し た が 乳 び 尿 の 停止 は み ら れ な か っ た . 
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Blomstrand (1965) 等 や Greenberger (1966) 等 
| O*C 標 議 脂肪酸 を 用 いた 研究 に よる と 中 級 脂 肪 酸 
(Cse~Cio ) か ら な る TG (Medium Chain Tri- 

glyceride) は LCT に 比 し て 膝 り リパーゼ に より 速 や 
か に 水 解 さ れ て , a 位 の 脂肪 酸 を 遊離 し て 8 一 MG だ 
導 か れ , 同様 に 腸 上 皮 細 胞 に 取り と まれ , 8—MG は 
脂 訪 合成 に 利用 され る が , WRR (acyl 


-CoA ester) に 導 か れる と と な く , ZOR > MET 


ブ ミ ン に 担わ れ て 門 豚 を 介し て 肝 c 運 ば れる ど と 云わ れ 
TOB. と の 様 に MCT は 大 部 分 が 9 ン バ 路 を 経由 せ 
ず , 直接 門 豚 系 へ 移送 され る と 云う 特性 は , ydg 
送 異 常 症 に 対す る MCT の 臨床 的 応用 と いう きわ め 


て 興味 ある 問題 を 提起 し て くれ る . 乳 び 尿 症 悪化 の 要 


因 の 1 つと し て 脂肪 摂取 が あげ られ て いる が , 以上 の 
様 な MCT の 消化 表 収 上 で の 特異 性 を 利用 し て 乳 び 
尿 症 の 治療 を 行 な お うと する 試み が な され て きた . 
前 述 の よう に Hashim (1964 ) 等 は 乳 び 尿 患 者 の 
1 例 に 初め て MCT を 使用 し た 論文 を 発表 し て いる . 
症例 は 63 才 の 男 で , 過去 30 年 間 間 歌 的 に 乳 ぴ 尿 の 排出 


が あり , 入院 前 1 年 間 は 毎日 乳 び 血 尿 が 持続 し て いた . 


自由 ミク ロフ ィ ラ リア は 証明 され ず フ ィ ラ リア 対す 
る HA test, Flocculation test は 陰性 で あっ た が , 
既往 に フィ ラリ ア 往 熱発 作 が あり , フィ ラリ ア 症 と 診 
断 さ れ た . 長期 間 の 安静 陰 床 , 腹 淀 着用 な ども る 効果 が 
な いた め MCT を 投与 し た と と ろ 3 日 目 よ り 乳 び 尿 
は 軽く な り 第 4 日 目 に は 完全 に 消失 し た . KEANE 


の 脂肪 を corn oil に 切り か える と 再び 乳 び 尿 が 出現 し , 
更に MCT 80% と safflower 油 20% の 混合 物 で 置換 ー 


する と 乳 び 尿 は 継続 し た が その 期間 中 の 尿 中 の 脂質 は 
safflower 油 に 特徴 的 な 脂肪 酸 の み で MCT の 脂肪 酸 
は 全く 検出 され な か っ た . 更に 自由 食 に する と 乳 び 民 
が 続き 血尿 も 出現 し た . その 結果 乳 び 尿 の 消失 は 偶発 
的 な も の で は な く MCT に よる 治療 効果 と 考え られ る 
と し て いる . そし て その 後 MCT 投与 を 続け た と と ろ 
』 ケ月 に わた っ て 再び 乳 び 尿 が 停止 し た と 報告 し て い 


フィ ラリ ア 性 乳 び 尿 症 5 例 に Medium Chain Tri- 


glyceride (MCT) を 試用 し た 成績 に つい て 報告 し た . 


1) 5 例 中 3 例 は 減 脂 肪 食 (5 以下 ) と MCT の 
BEENIE E DEEGBEIS GE 2 29 日 で 乳 び 硝 は 停止 し た が > 


~~ 


ES 


る . E ERE GARE C ooo i TUE b H 4 kg 
増加 し た と 云う . と の 間 尿 中 の 脂肪 を 測定 し た 結果 
MCT 投与 に より 展 中 脂肪 が 著しく 減少 し た と いう . 
著者 等 も る 前述 の 様 に 5 例 の 乳 び 尿 愚 者 に MCT を 使 
用 し た と こと ろ , 5 例 で は 乳 び 尿 が 完全 人 停止 し た が , 
残り の 2 例 で は 1 例 は 50 日 , 他 の 1 例 は 約 6 ヶ月 間 
MCT を 連用 し た が 乳 び 尿 は 停止 し な か っ た . MCT 
の 有効 例 と 無効 例 と の 間 に は 性 , 年 令 , 乳 び 尿 持続 期 
間 , 程度 > DIP 所 見 な どの 点 で は 明らか な 差 は みとめ 


られ な い 様 で ある が , 無効 例 で は リン パパ 管 造影 で 高度 


の 変化 が 存在 する . 又 MCT 投与 開始 より 乳 び 尿 消 
失 ま で の 期間 も 早い も の で は 2 H, 遅い も の で は 29 日 
で あっ た . と の 様 に 症例 に よっ て MCT Oui 
異 の ある と と は 興味 深い が , 更に 症例 を 増加 し て 観察 
する と 共に , 今後 乳 び 尿 患 者 の 脂質 代謝 に つい て 検討 
を 加え と の 点 を 明らか に し た い . 乳 び 尿 が 停止 し た 症 


例 た っ つい て も 乳 び 氷 患者 に し ば し ば み ら れ る 自然 軽快 


や 安静 , 尋 床 に よる 停止 , 又 治療 前 に 実施 し た リン パ 
管 千曲 な どの 影響 も 考慮 する 必要 が あろ う . 即ち 村上 
等 は 最近 27 例 の 乳 び 尿 患 者 に リン パパ 管 造影 施行 後 18 例 
(66.796) に 乳 び 尿 が 停止 又は 軽快 し た 事実 を みとめ 
TEV, と れ は 自然 寛解 に よる と は 考え られ な い 高 率 
の 有効 率 で ある . 一 方 弟 沢 等 は 無 脂肪 食 及 び バ ター 深 


加 試 験 食 を 投与 し た 乳 び 尿 患 者 の 尿 中 絶 脂質 , 脂肪 分 
. pi, TG の 脂 酸 構 成 に つい て 分 析 し た 結果 , LCT を 


制 張 し て も 人 体内 で 相当 量 の 脂質 が 合成 され る と と を 
推定 し て いる の で MCT 投与 に よっ て 乳 び 尿 が 停止 
し な い 症 例 が 存在 する 可能 性 も 充分 想像 され る 事 で あ 
り 今 後 の 研 究 に 待つ と と ろ が 多い . 

H MCT 投与 中 の 血清 脂質 の 変動 で ある が 著者 
等 の 経験 で は 軽度 の 上 昇 が み ら れ る 症例 も あっ た が い 
ずれ も 一 過 性 で あっ た . 副作用 と し て は 1 例 に 軽度 の 
表 部 膨満 感 を 訴え る 者 が あっ た が , その 他 の 症例 で は 
みとめ られ な か っ た . | 


ai 


残り の 2 例 で は 夫々 59 日 , 6 ケ月 間 連 用 し て も 乳 び 尿 - 
の 排出 は 継続 し た . ] 
2) SEDPLL PLOTS S voi o T” 
パ 管 拡張 が 高度 の 症例 で あっ た . 
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ó) 副作用 と し て は 1 例 に 胃 部 膨満 感 を 訴え る 者 が 
あっ た が 上 服薬 を 中 止 す る 程 の も の で は な っ か た . 
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